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災害から地域住民を守るため、 

地域の実情に応じた課題解決を 

［段原地区社会福祉協議会］ 

 

 

 段原地区には
１７の町内会が
あり、それぞれ
の町内会が土砂、
浸水等異なる災
害リスクを抱え
ています。 

そこで、地区
を５つに分け、
ブロック毎に、一時避難場所、病院、協力店舗
などを表示した 『災害の備えマップ』を、それ
ぞれの町内会の協力により作成し、地域の皆様
に配布しました。 

 

また、町内会の抱える課題も、高齢化が進み
後継者がいない、ワンルームマンションばかり
で住民の顔が見えないなど様々です。 

そこで、地域の課題を考える会を『災害の備
えマップ』作成時に構築した５つのブロック毎
に行っています。 

東日本大震災復興記念の日の３月１１日（土）
には、段原三丁目上町内会、段原三丁目町内会、

段原四丁目町内会の３町内会において、「担い手を

見つける」をテーマに９つの一時避難場所を巡る

「三世代ウォークラリー」を開催しました。 

１００名以上の参加者で賑わい、ボランティア

を含む参加者を三世代のグループに分け、９つの

一時避難

場所に設

けた地域

の歴史等

に関する

クイズを

解きなが

ら回りま

した。 

 

 

 

これからも各ブロックで話し合いを続け、町内

の課題を見つけ解決方法を考える活動を粘り強く

続けていきたいと考えています。 

 

 

Ｇ７広島サミット開催期間中を想定し、 

元宇品地区防災訓練を実施 
 

[南区自主防災会連合会] 
 

２月２６日（日）、

Ｇ７広島サミットの

開催期間中に、南海

トラフ地震が発生し、

津波警報が発表され、

元宇品地区に避難指

示が発令されたこと

を想定した防災訓練

を実施しました。 
 

サミット開催期間中は交通規制等が行われるた

め、通常の訓練にも増して、「より安全に、より早

く」を意識し、避難経路を確認しながら訓練を実

施しました。 
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「普通救命講習」を実施 
［南区スポーツ推進委員協議会］ 

 

スポーツ推進委員は、

各区協議会単位で一年

おきに、「普通救命講習」

を受けています。 

この講習では、主に

心肺蘇生法をダミー人

形を使用した実技により学びます。 

毎回、広島市消防局から最新情報に基づき説明、

指導を受けますが、特に前回は、コロナ禍での開

催のため、感染対策を講じた上での救命実技を学

び、緊張した面持ちで受講しました。 

また、日常の生活で起こりうる緊急事態（熱中

症・心筋梗塞・誤飲など）への対応も、ビデオや

冊子を使用し、分かりやすく丁寧な指導を受けま

した。 

これからも、スポーツ推進委員は、地域の皆様

の活動や生活が、より安心・安全なものとなるよ

う、知識と技術の習得に努めてまいります。 

 

南区母子寡婦福祉会の活動紹介 

 [南区母子寡婦福祉会] 

 南区母子寡婦福祉会では、ひとり親家庭や寡婦

の方々が安心して暮らせる福祉社会の実現を願い

活動を続けています。 

今年度は、ひとり親家庭の子どもが、学習習慣

を身につけ、自分の将来に目標を持つことを目指

し、子ども３～４人に１人の大学生等が指導する

集合型形式の学

習支援事業を行

っています。南区

では、１５名の参

加を予定してい

ます。 

 

また、南区母子寡婦福祉会では、今年度カープ

観戦とボウリング大会の開催を予定しています。

カープ観戦では、久しぶりの声出し応援が可能と

なり、子ども達の反応が楽しみです。 

毎年盛り上がるボウリング大会は、秋頃を予定

しています。 

 寡婦の健康と生きがい事業は、４月にマーマレ

ードジャム作りと試食会、そしてハーブを使った

香り袋作りを体験しました。久しぶりに笑顔あふ

れる講座となりました。 

今後、研修旅行等も予定しています。健康寿命

が延びるような楽しい企画を準備していきたいと

思います。 

 
地区住民のふれあいの輪を広げ、 
誰もが安心して暮らせるまちづくりを 

 

［荒神地区社会福祉協議会］ 
 

 平日、荒神集会所を活動拠点として、地区住民

のふれあいの輪を

拡げ、誰もが安心

して暮らせるまち

づくりに取り組ん

でいます。 

主な活動内容は、

以下のとおりです。 

１ 高齢者の生き

がいと活力あふ

れる活動の場と

して、いきいき

クラブ・ふれあ

いサロンを開設

しています。 

２ 災害時に単独

で避難が難しい

方の避難支援、見守りのための体制づくりを進

めています。 

３ 日常のちょっとした困りごとをお手伝いでき

るようボランティアバンクの取組を進めていま

す。 

団体の紹介 
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広島型地域運営組織「ひろしまLMO
エルモ

」を
立ち上げ、まちづくりを推進 

［比治山学区社会福祉協議会］ 

 町内会及び各種団体で構成する組織です。 

少子高齢化が急速に進む中、地域の誰もが住み

やすい「心かよう夢と希望の持てるまち」をキャ

ッチフレーズに、住民の「自助」、地域団体の「共

助」、行政の「公助」が互いに連携・協働すること

が重要と考え、まちづくりを推進してきました。 

 このたび、広島市地域コミュニティ活性化

ビジョンに基づく「新たな協力体制」の構築に先

導的に取り組む地域として、広島市から、広島型

地域運営組織「ひろしまＬＭＯ
エ ル モ

」の認定を受けま

した。 

 これを機に、地域団体と住民が互いに支え合う

まちとして、ＩＣＴを活用しながら、持続可能な

新たな地域コミュニティを目指し、地域における

活性化に向けた更なる取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

地域の関係者が、楽しさややりがいを感じなが

ら、市民主体のまちづくりを進めることができる

よう、概ね小学校区を活動範囲とし、地域の実情

に応じて、地区社会福祉協議会や連合町内会・自

治会等が中心となって、その他の地域団体やＮＰ

Ｏ、協同労働団体、企業、商工会、住民有志など、

多様な主体と連携しながら、地域の情報・将来像

の共有や、防災、防犯、福祉、子育て・教育、環

境・美化、交通安全、祭り、スポーツなど、地域

課題の解決に向けた様々な活動の企画、検討、実

施及び広報等に取り組む体制を有する組織をいい、

広島市が認定します。 
 

 

 

広島市政功労者に対する表彰式 
 

広島市では、行政の進展、地域社会の振興、福

祉の増進、産業経済の発展、教育、文化又はスポ

ーツの振興等、市政に関し顕著な功労があった方

を広島市政功労者として表彰しています。 

４月３日（月）、広島市役所本庁舎２階講堂にて、

表彰式が行われました。南区では、次の方が表彰

されました。 

【地域振興功労】 

青木 敏治 氏（京橋町町内会長） 

【福祉増進功労】 

秋本 武彦 氏（広島市介護認定審査会委員） 

高橋 淳  氏（広島市感染症診査協議会委員長等） 

中島 利子 氏（民生委員・児童委員） 

【教育・文化・スポーツ振興功労】 

後藤 美智恵 氏（広島市なぎなた連盟副会長等） 

新宅 信子  氏（広島市青少年指導員） 

ﾈ 山 正彦  氏（広島市青少年指導員） 
 

永年勤続の町内自治組織の長に対する 

感謝状贈呈式 

 広島市では、通算１０年以上にわたり町内自治

組織の長（町内会長・自治会長）として、地域社

会の福祉の増進と市勢発展のために尽くしてこら

れた方々の功績をたたえ、感謝の意を表するため、

市長から感謝状及び記念品の贈呈を行っています。 

４月４日（火）、広島市役所本庁舎２階講堂にて、

感謝状贈呈式が行われました。南区では、次の方

が表彰されました。 

長きにわたり地域のために御尽力くださり、あ

りがとうございます。 
 

岩下 義久 氏（西蟹屋一・二丁目町内会） 

小島 正雄 氏（大州西組町内会） 

本名 正子 氏（的場町二丁目町内会） 

岩村 雅則 氏（金屋町町内会） 

末廣 正  氏（段原南二丁目町内会） 

上河内 正和 氏（宇品海岸二丁目南町内会） 

区役所からのお知らせ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

広島型地域運営組織「ひろしまＬＭＯ
エ ル モ

」とは 

刀 
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ボランティアに関するお知らせ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

また、みなとで会いましょう！ 

「第１０回広島みなとフェスタ」を 

開催しました 

 ３月１８日（土）、１９日（日）、広島みなと公

園とその周辺、似島を舞台に、新型コロナウイル

ス感染症が拡大した第８回

以降、中止等を余儀なくされ

ていた「広島みなとフェスタ」

を４年ぶりに通常規模で開

催しました。  
 「帆船みらいへ」が初登場

するなど、みなとフェスタな

らではの乗船企画が多数用

意されたほか、ステージでは、

宇品中学校吹奏楽部など南

区の地域団体等による演奏

やダンスパフォーマンス、さ

かなクンを招いたクイズや

トークショーなどが行われ

ました。 
 
みなと公園の会場には１００ブース以上が立ち

並び、飲食エリアには、全国各地のうまいもんや

瀬戸内限定グルメの出店に加え、「みなみくスイー

ツ」や「ひろしまクラフトＢＥＥＲ」コーナーも

登場。体験エリアには、家族みんなで楽しめる

ゲームやグッズ制作、展示ブースなどが集合しま

した。  
似島会場では、焼き牡蠣やカキ飯、切り出しう

どんを始めとする島の特産品や郷土料理などの販

売に加え、バウムクーヘンづくりや新しくオープ

ンしたグランピング施設の見学、薪割体験や昆虫

食体験など、似島でしか体験できない企画が多数

実施されました。似島ステージでは、ご当地アイ

ドルのライブや神楽上演などが披露され、多くの

観客で盛り上がりました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「みなとでつながる海と島と人」というテーマ

を体現した子供から大人まで楽しめる内容により、

二日間で約７万５千人の参加者でにぎわいました。 
 

「やさしさ発見プログラム事業」 

について 

［南区社会福祉協議会］ 
 

 

 「やさしさ発見プログラム事業」を活用した福

祉教育の推進を行っています。点字体験などでは、

南区のボランティアグループに講師として協力い

ただいています。  
 

「やさしさ発見プログラム事業」とは 

福祉活動体験プログラムを「体験！発見！！

ほっとけん！！！」を合言葉に実践し、一人ひ

とりの「生きる力」や「福祉の心」を育みます。 

利用対象 

学校、地域(地区社協等)、企

業、団体 等 

助成する経費 

講師謝金、講師保険料、学習

協力者交通費、車椅子運搬費 

プログラム例 

車いすユーザーの話、車

いす体験、盲導犬ユーザー

の話、手話体験、点字体験、

視覚障害者の話、知的障害

理解 等 

詳しくは、南区社会福祉協議会 岡本（ＴＥＬ：

０８２－２５１－０５２５）までお問い合わせく

ださい。 

発行者：南区コミュニティ交流協議会       ※ホームページではより多くの記事と写真をご覧いただけます。 

事務局：南区役所地域起こし推進課内 

TEL：250-8935  FAX：252-7179 

E メール：mi-chiiki@city.hiroshima.lg.jp 

南区コミ協ニュース ５８号 検索 


